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総合評価

テキスト 「物理学基礎」：原康夫著（学術図書出版）

参考書 「高専の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）応用物理」：小暮陽三編（森北出版）

関連科目

　

神戸市立工業高等専の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）門学校 2021年度シラバスシラバス

応用物理Ⅱ (Applied Physics II)

機械工学科・5年E組・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

先端技術に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のく関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のわるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の理解することを目的として，量子力学および固体物性のするナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のことを理解することを目的として，量子力学および固体物性の目的として，量子力学および固体物性のとして，量子力学および固体物性の量子力学および固体物性の固体物性のの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）
基礎を理解することを目的として，量子力学および固体物性の現代物理の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）誕生・発展の過程に基づいて学習し，定性的に理解できる能力を養う．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）過程に基づいて学習し，定性的に理解できる能力を養う．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の基づいて学習し，定性的に理解できる能力を養う．し，量子力学および固体物性の定性の的として，量子力学および固体物性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の能力を理解することを目的として，量子力学および固体物性の養う．う．

【A2】X線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）発生原理と結晶解することを目的として，量子力学および固体物性の析への応用物理」：小暮陽三編（森北出版）応用に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
X線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）性の質や発生原理，結晶構造の解析に用いられる理由等について理解しや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の発生原理，量子力学および固体物性の結晶構造の解析に用いられる理由等について理解しの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）解することを目的として，量子力学および固体物性の析に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の用いられるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の理由等に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて理解することを目的として，量子力学および固体物性のし
ているナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のか中間試験と提出物で評価する．中間試験と提出物で評価する．と提出物で評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

【A2】原子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）構造の解析に用いられる理由等について理解しと量子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）二重性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて，量子力学および固体物性の基本的として，量子力学および固体物性のな概念が理解できる．概念が理解できる．が理解できる．理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
原子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）構造の解析に用いられる理由等について理解しや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の光や電子の二重性について，それらを実証する実験結果を含めや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の電子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）二重性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて，量子力学および固体物性のそれらを理解することを目的として，量子力学および固体物性の実証する実験結果を含めするナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の実験と提出物で評価する．結果を含めを理解することを目的として，量子力学および固体物性の含めめ
て理解することを目的として，量子力学および固体物性のしているナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のか中間試験と提出物で評価する．中間試験と提出物で評価する．と提出物で評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

【A2】量子力学に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて，量子力学および固体物性の基本的として，量子力学および固体物性のな概念が理解できる．概念が理解できる．が理解できる．理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
ボーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のアの理論を基に，シュレディンガー方程式およびその解について理解しての応用物理」：小暮陽三編（森北出版）理論を基に，シュレディンガー方程式およびその解について理解してを理解することを目的として，量子力学および固体物性の基に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の，量子力学および固体物性のシュレディンガーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の方程に基づいて学習し，定性的に理解できる能力を養う．式およびその解について理解しておよび固体物性のその応用物理」：小暮陽三編（森北出版）解することを目的として，量子力学および固体物性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて理解することを目的として，量子力学および固体物性のして
いるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のか中間試験と提出物で評価する．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の中間試験と提出物で評価する．と提出物で評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

【A2】固体物理の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）基礎が理解できる．理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の． 各種材料の物性がどのような物理現象に起因し，どのように応用されているかの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）物性のが理解できる．どの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）ような概念が理解できる．物理現象に起因し，どのように応用されているかに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の起因し，どのように応用されているかし，量子力学および固体物性のどの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）ように深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の応用されているナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のか中間試験と提出物で評価する．
に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついての応用物理」：小暮陽三編（森北出版）理解することを目的として，量子力学および固体物性のを理解することを目的として，量子力学および固体物性の定期試験と提出物で評価する．と提出物で評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

【A2】原子核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．と核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．エネルギーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて，量子力学および固体物性の基本的として，量子力学および固体物性のな概念が理解できる．事柄が理解できる．が理解できる．理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）崩壊と放射線，基本的な核反応や核分裂・核融合について理解していると放射線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．，量子力学および固体物性の基本的として，量子力学および固体物性のな概念が理解できる．核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．反応や各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．分裂・核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．融合について理解しているに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて理解することを目的として，量子力学および固体物性のしているナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の
か中間試験と提出物で評価する．定期試験と提出物で評価する．と提出物で評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

【A2】素粒子や各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の加速器について，基本的な事柄が理解できる．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて，量子力学および固体物性の基本的として，量子力学および固体物性のな概念が理解できる．事柄が理解できる．が理解できる．理解することを目的として，量子力学および固体物性のできるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
素粒子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）種類と特徴，加速器の原理等について理解できているか定期試験とと特徴，量子力学および固体物性の加速器について，基本的な事柄が理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）原理等に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて理解することを目的として，量子力学および固体物性のできているナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のか中間試験と提出物で評価する．定期試験と提出物で評価する．と
提出物で評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

成績は，試験は，量子力学および固体物性の試験と提出物で評価する．80%　レポーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のト20%　として評価する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．試験と提出物で評価する．成績は，試験は，量子力学および固体物性の中間試験と提出物で評価する．と定期試験と提出物で評価する．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）平均点とする．とするナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．100点とする．満点とする．で60
点とする．以上を合格とする．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の合について理解している格とする．とするナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

物理，量子力学および固体物性の応用物理I，量子力学および固体物性の応用光や電子の二重性について，それらを実証する実験結果を含め学

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（応用物理Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 原子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）構造の解析に用いられる理由等について理解し 原子論を基に，シュレディンガー方程式およびその解について理解しての応用物理」：小暮陽三編（森北出版）成り立ちや電子，原子核の発見について述べる．立ちや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の電子，量子力学および固体物性の原子核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）発見について述べる．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて述べる．べるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

2

3 光や電子の二重性について，それらを実証する実験結果を含めの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）粒子性の 光や電子の二重性について，それらを実証する実験結果を含めの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）粒子性のを理解することを目的として，量子力学および固体物性の証する実験結果を含め明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の現象に起因し，どのように応用されているかとアの理論を基に，シュレディンガー方程式およびその解について理解してインシュタインの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）光や電子の二重性について，それらを実証する実験結果を含め量子仮説について説明する．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

4 電子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）二重性のと不確定性の関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の係 電子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）波動性のと不確定性の原理に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

5 原子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）定常状態と光の線スペクトルと光や電子の二重性について，それらを実証する実験結果を含めの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．スペクトル ボーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のアの理論を基に，シュレディンガー方程式およびその解について理解しての応用物理」：小暮陽三編（森北出版）理論を基に，シュレディンガー方程式およびその解について理解してを理解することを目的として，量子力学および固体物性の通して，水素原子における電子のエネルギー準位および電子軌道半径の求め方について説明する．して，量子力学および固体物性の水素原子に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のおけるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の電子の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）エネルギーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の準位および固体物性の電子軌道半径の求め方について説明する．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）求め方について説明する．め方に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

6 量子力学 定常状態と光の線スペクトルの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）シュレディンガーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の方程に基づいて学習し，定性的に理解できる能力を養う．式およびその解について理解してを理解することを目的として，量子力学および固体物性の解することを目的として，量子力学および固体物性の析的として，量子力学および固体物性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の解することを目的として，量子力学および固体物性のく関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のことが理解できる．できるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のモデルに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて紹介し，解の意味を説明する．し，量子力学および固体物性の解することを目的として，量子力学および固体物性のの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）意味を説明する．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

7 演習し，定性的に理解できる能力を養う． これまでの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）内容を復習し理解を深めるとともに，課題に取り組む．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の復習し，定性的に理解できる能力を養う．し理解することを目的として，量子力学および固体物性のを理解することを目的として，量子力学および固体物性の深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のめるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のとともに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の，量子力学および固体物性の課題に取り組む．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の取り組む．り立ちや電子，原子核の発見について述べる．組む．

8 中間試験と提出物で評価する． 中間試験と提出物で評価する．までの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）授業の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）内容を復習し理解を深めるとともに，課題に取り組む．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて出題に取り組む．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

9 元素の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）周期律と材料のエネルギーバンドについて学習する．と材料の物性がどのような物理現象に起因し，どのように応用されているかの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）エネルギーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のバンドについて学習する．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて学習し，定性的に理解できる能力を養う．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

10 半導体の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）特徴と応用に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

11 レーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のザーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の レーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のザーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）発振原理に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて，量子力学および固体物性の概要を説明する．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

12 原子核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる． 原子核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）崩壊と放射線，基本的な核反応や核分裂・核融合について理解していると放射線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて学習し，定性的に理解できる能力を養う．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

13 核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．エネルギーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の 結合について理解しているエネルギーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．し，量子力学および固体物性の核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．分裂や各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の核と核エネルギーについて，基本的な事柄が理解できる．融合について理解しているに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて述べる．べるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

14 素粒子 素粒子や各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の加速器について，基本的な事柄が理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）種類と特徴，加速器の原理等について理解できているか定期試験とや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の特徴に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．し，量子力学および固体物性の応用例を紹介する．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の紹介し，解の意味を説明する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

15 総合について理解している演習し，定性的に理解できる能力を養う． これまでの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）内容を復習し理解を深めるとともに，課題に取り組む．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の復習し，定性的に理解できる能力を養う．し理解することを目的として，量子力学および固体物性のを理解することを目的として，量子力学および固体物性の深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のめるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のとともに深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の，量子力学および固体物性の課題に取り組む．に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の取り組む．り立ちや電子，原子核の発見について述べる．組む．
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X線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．と結晶 X線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）発生原理および固体物性の特徴を理解することを目的として，量子力学および固体物性の説について説明する．明する現象とアインシュタインの光量子仮説について説明する．し，量子力学および固体物性のX線の発生原理と結晶解析への応用について理解できる．回折および結晶解析への応用について述べる．および固体物性の結晶解することを目的として，量子力学および固体物性の析への応用物理」：小暮陽三編（森北出版）応用に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のついて述べる．べるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．

材料の物性がどのような物理現象に起因し，どのように応用されているかの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）電子物性の（1）

材料の物性がどのような物理現象に起因し，どのように応用されているかの応用物理」：小暮陽三編（森北出版）電子物性の（2）

備など）
考

本科目の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）修得には，に深く関わるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性のは，量子力学および固体物性の30 時間の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）授業の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）受講と 60 時間の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）事前・事後の自己学習が必要である．の応用物理」：小暮陽三編（森北出版）自己学習し，定性的に理解できる能力を養う．が理解できる．必要を説明する．であるナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
前期中間試験と提出物で評価する．および固体物性の前期定期試験と提出物で評価する．を理解することを目的として，量子力学および固体物性の実施する．するナノテクノロジーや各種分析装置の原理を理解することを目的として，量子力学および固体物性の．
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